
中間水コンセプトによる医療材料の設計と
実用化への道のり

先進医療機器・材料の実用化のためには、製品表面と生体成分の接触界面で起き

ている現象を分子レベルで理解することが必要である。初期現象は、主要な生体成

分である水分子の材料表面への吸着である。バイオ界面に存在する水和水は、純水

（バルク水）とは異なる状態を示し、自由水、中間水、不凍水の三種類に分類できる。

これらの界面水和水の状態は、初期の血漿タンパク質の吸着や細胞の接着、さらに

はその後の生体応答に影響を及ぼす。とりわけ中間水は、バイオ界面におけるタン

パク質吸着/脱離/変性・細胞接着挙動、最終的な生体親和性を決定づける上位因子

になっている。本講演では、水和した生体分子・高分子および生体親和性合成高分

子に共通して観測される中間水に着目し、臨床適用されている生体親和性材料を例

に、実用化プロセスおよび機能発現機構の解明までの道筋について解説する。また、

医療機器・材料開発におけるサイエンス・根源探究の重要性について議論する。
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